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2010年3月期第2四半期累計期間 決算概観（連結）

10年3月期 第2四半期累計期間連結業績（実績）

【売上】 国内新医薬品等の売上が順調に推移し、売上高は457億円 （前年比13.5%増）となりました。
【利益】 日清キョーリン製薬（株）の統合等により販売費及び一般管理費が増加しましたが 売上の増加と売上原価率の改善【利益】 日清キョーリン製薬（株）の統合等により販売費及び 般管理費が増加しましたが、売上の増加と売上原価率の改善

により売上総利益が増加し、営業利益は46億円（前年比267.4%増）、当期純利益は33億円となりました。

10年3月期 通期連結業績（予想）10年3月期 通期連結業績（予想）

【売上】 国内新医薬品における主要製品の売上拡大及び後発医薬品の伸長により、売上高は995億円（前年比9.5%増）
となる見込みです。

【利益】 販売費及び一般管理費は日清キョーリン製薬（株）との統合等により増加しますが、売上増と売上原価率の低下に
よる売上総利益の増加により 営業利益は120億円（前年比34 0%増） 当期純利益は81億円（前年比297 6%増）よる売上総利益の増加により、営業利益は120億円（前年比34.0%増）、当期純利益は81億円（前年比297.6%増）
となる見込みです。

単位：
（百万円）

09年3月期
第2四半期

10年3月期
第2四半期

前年比
09年3月期 10年3月期

（予想）
前年比

10年3月期
（当初予想）（百万円） 第2四半期 第2四半期 （予想） （当初予想）

売上高 40,261 45,714 13.5％ 90,889 99,500 9.5％ 96,400
営業利益 1,243 4,569 267.4％ 8,952 12,000 34.0％ 11,500
経常利益 1 175 5 172 339 9％ 9 208 12 800 39 0％ 12 300経常利益 1,175 5,172 339.9％ 9,208 12,800 39.0％ 12,300
当期純利益 ▲1,606 3,293 － 2,037 8,100 297.6％ 7,300
EPS ▲21.48円 44.05円 － 27.24円 108.35円 － 97.64円

総資産 123 299 12 28 3 6 124 2総資産 123,299 127,728 3.6％ 124,552 － － －

純資産 94,304 100,024 6.1％ 96,501 － － －
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第2四半期 業績のポイント
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損益計算書の概要：連結－①

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社７社：杏林製薬（株）（株)杏文堂

Kyorin USA,Inc. Kyorin Europe GmbH
ActivX Biosciences,Inc.
キョーリン リメディオ（株）
ドクタ プログラム（株）

第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ４０，２６１ 100.0% ４５，７１４ 100.0% 13.5% ５，４５３ ＜当期のポイント＞ 対前年

■ 売 上 高 ４５ ７１４百万円 （＋ ５ ４５３百万円）

ドクタープログラム（株）

持分法適用会社１社：日本理化学薬品（株)

新医薬品 ３３，０４６ 82.1% ３８，０１１ 83.1% 15.0% ４，９６５

国内 ３１，２３９ 77.6% ３６，７３３ 80.4% 17.6% ５，４９３

海外 １，８０６ 4.5% １，２７８ 2.8% ▲29.2% ▲５２８

■ 売 上 高 ４５,７１４百万円 （＋ ５,４５３百万円）

●国内新医薬品 ３６,７３３百万円 （＋ ５,４９３百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・キプレス １０４ → １２７（＋２３）

ムコダイン ８７ ９３（＋ ６）

後発医薬品 ２，９２９ 7.3% ３，５８４ 7.8% 22.3% ６５４

ヘルスケア ３，６８４ 9.2% ３，４６９ 7.6% ▲5.8% ▲２１４

その他 ６００ 1.5% ６４９ 1.4% 8.1% ４８

・ムコダイン ８７ → ９３（＋ ６）

・ペンタサ ７１ → ９７（＋２６）

・ウリトス ６ → １６（＋１０）

●海外新医薬品 １ ２７８百万円 （▲ ５２８百万円）その他 ●海外新医薬品 １,２７８百万円 （▲ ５２８百万円）

・ガチフロキサシン １４ → １１（▲ ３）

●後発医薬品 ３,５８４百万円 （＋ ６５４百万円）

＊承継品 重点商品等による売上増加＊承継品、重点商品等による売上増加

●ヘルスケア ３,４６９百万円 （▲ ２１４百万円）

・ミルトン ９ → １０（＋ １）

・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社 １９ → １６（▲ ３）

●その他 ６４９百万円 （＋ ４８百万円）●その他 ６４９百万円 （＋ ４８百万円）
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損益計算書の概要：連結－②
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ４０，２６１ 100.0% ４５，７１４ 100.0% 13.5% ５，４５３

売上原価 １７，７１８ 44.0% １７，０３５ 37.3% ▲ 3.9% ▲６８３

◆原 価 率：前年比 6.7ポイント低下

(44.0％→37.3％)
＊低下要因：ペンタサ自社製造等に伴い低下

◆研究開発費率：前年比 0 1ポイント上昇
売上総利益 ２２，５４２ 56.0% ２８，６７９ 62.7% 27.2% ６，１３７

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
２１，２９８

(４，９６８）

52.9%

12.3%

２４，１０９

(５，６７０）

52.7%

12.4%

13.2% 

(14.1%)

２，８１１

（７０２）

営業利益 267 4% ３ ３２５

◆研究開発費率：前年比 0.1ポイント上昇
(12.3％→12.4％)

＊50億円→57億円（7億円増加)
増加要因：日清キョーリン製薬の統合

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.3ポイント低下
営業利益 １，２４３ 3.1% ４，５６９ 10.0% 267.4% ３，３２５

営業外収益

営業外費用
４１８

４８６

1.0%

1.2%

６７１

６９

1.5%

0.2%

60.7%

▲85.8%

２５３

▲４１６

経常利益 １ １ 2 9% １ ２ 11 3% 339 9% ３ ９９６

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.3ポイント低下

(40.6％→40.3％)
＊163億円→184億円（21億円増加）
日清キョーリン製薬の統合などにより販管費（除R&D費）
は増加したものの、売上増加により販管費率（除R&D費）
は0 3ポイント低下

経常利益 １，１７５ 2.9% ５，１７２ 11.3% 339.9% ３，９９６

特別利益

特別損失
９２

３，１１６

0.2%

7.7%

９

５０

0.0%

0.1%

▲89.6%

▲98.4%

▲８３

▲３，０６６

税金等調整前 ▲１ ８４７ ▲4 6% ５ １３１ 11 2% ６ ９７９

は0.3ポイント低下

■営業利益 4,569百万円
（+3,325百万円）

＊営業利益率は10.0％と6.9ポイント上昇

税金等調整前

四半期純利益

▲１，８４７ ▲4.6% ５，１３１ 11.2% － ６，９７９

法人税・住民税

及び事業税
１，３５３ 3.4% ２，１２９ 4.6% 57.3% ７７５

■四半期純利益 3,293百万円

（+4,900百万円）

法人税等調整額 ▲１，５９４ ▲4.0% ▲２９０ ▲0.6% － １，３０３

四半期純利益 ▲１，６０６ ▲4.0% ３，２９３ 7.2% － ４，９００
■配当（第２四半期末） １０円００銭
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貸借対照表の概要：連結

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞０９年３月期 １０年３月期第２四半期累計期間

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減

■流動資産： ４,５８９百万円増
・現金、預金の増加 （４,４５８百万円増）

・受取手形、売掛金の減少 （３,５６０百万円減）

・有価証券の増加 （１,４５３百万円増）

棚卸資産の増加 （１ ３６３百万円増）

流動資産 ７５，１４０ 60.3% ７９，７２９ 62.4% ４，５８９

現金および預金
受取手形及び売掛金
有価証券
棚卸資産

１２，２２３
３５，６１５

３，５００
１８ １８７

１６，６８２
３２，０５４

４，９５４
１９ ５５１ ・棚卸資産の増加 （１,３６３百万円増）

・その他流動資産の増加 （ ８７３百万円増）

■固定資産： １,４１２百万円減
・有形固定資産の減少 （ ４７１百万円減）

棚卸資産
その他流動資産

１８，１８７
５，６１３

１９，５５１
６，４８７

固定資産 ４９，４１２ 39.7% ４７，９９９ 37.6% ▲１，４１２

有形固定資産
無形固定資産

１７，１２２
１ ６３２

１６，６５０
１ ３０６ 有形固定資産の減少 （ ４７１百万円減）

・無形固定資産の減少 （ ３２５百万円減）

・投資その他の減少 （ ６１６百万円減）

■ 流動負債： ２０２百万円減

無形固定資産
投資その他

１，６３２
３０，６５７

１，３０６
３０，０４１

資産合計 １２４，５５２ 100.0% １２７，７２８ 100.0% ３，１７６

流動負債 ２１ ７１５ 17 4% ２１ ５１２ 16 8% ▲２０２
・支払手形及び買掛金の増加（ ３３２百万円増）

・その他流動負債の減少 （ ５３５百万円減）

■ 固定負債： １４４百万円減

流動負債 ２１，７１５ 17.4% ２１，５１２ 16.8% ▲２０２

支払手形及び買掛金
その他流動負債

８，２５８
１３，４５６

８，５９１
１２，９２１

固定負債 ６，３３６ 5.1% ６，１９１ 4.9% ▲１４４

負債合計負債合計 ２８，０５１ 22.5% ２７，７０４ 21.7% ▲３４７

株主資本 ９７，５１３ 78.3% １００，１１６ 78.4% ２，６０２

評価・換算差額等 ▲１，０１２ ▲0.8% ▲９１ ▲0.1% ９２０

純資産合計 ９６，５０１ 77.5% １００，０２４ 78.3% ３，５２３

負債及び純資産合計 １２４，５５２ 100.0% １２７，７２８ 100.0% ３，１７６
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研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞第２四半期

０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期第２四半期 ０９年３月期 １０年３月期

（予想）

１０年３月期

（当初予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

研究開発費 ３，９８２ ５，６７６ ４，９６８ ５，６７０ １４.１% １０,５３１ １２，５００ １１，６００

設備投資

（計上ベース）

１，２２３ １，４５１ １，１１５ ７０９ ▲３６.４% １,６１２ １,７００ ２，６００

減価償却費 ２，３０４ ２，２１４ ２，０２８ １,３６２ ▲３２.８% ３,７９９ ２,９００ ３，０００

０９年３月期 １０年３月期

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

実 績 第２四半期実績 通期計画

（実績）

工場設備 ５億円 ４億円工場設備

管理・販売設備

研究用設備

５億円

７億円

４億円

４億円

１億円

２億円

（実績／計画）

工場設備

管理 販売設備

８億円

５億円
管理・販売設備

研究用設備
４億円
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主要製品売上の状況：第２四半期

０７年３月期

第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

０９年３月期 １０年３月期

（修正予想）

１０年３月期

（当初予想）

実 績 前 同 比

（単位：億円）

実 績 前 同 比

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

６９ ７９ １０４ １２７ ２２.５% ２５２ ２８７ ２７４

ムコダイン
（去痰剤）

８９ ９０ ８７ ９３ ７.２% ２０６ ２１５ ２１５国
内

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

４０ ４４ ７１ ９７ ３７.６% １５７ １９３ １８６

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

２９ ２８ ２６ ２３ ▲９.８% ５０ ４７ ５０

ウリトス（自社販売） － ５ ６ １６ １４２ ８% ２０ ３７ ３７

内
新
医
薬
品

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

５ ６ １６ １４２．８% ２０ ３７ ３７

アプレース
（抗潰瘍剤）

１０ ９ ８ ７ ▲５.７% １５ １４ １５

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

１０ ９ ８ ７ ▲９.１% １５ １４ １４
（骨粗鬆症治療剤）

海外売上合計 ２２ ２５ １８ １３ ▲２９.２% ３８ ２６ ２７

ガチフロキサシン

（バルク ロイヤルテ
１８ １６ １４ １１ ▲１８.０% ２５ ２２ ２３

海
外
新（バルク・ロイヤルティ

含む）

海外売上比率 ６.３% ６.４% ４.５% ２.８% ― ４.１% ２.６% ２.８%

新
医
薬
品

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

１０ １０ ９ １０ ５.０% １８ ２０ ２０
ヘ
ル
ス
ケ
ア
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開発品一覧①（０９年１１月１０日現在）
ＰｈⅡ～申請中

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※：前回（１０年３月期第１四半期）からの変更点を示す

ｶﾞﾙﾃﾞﾙﾏ社
発売中

塩酸アモロルフィン
ネイルラッカー

爪白癬治療剤 自社 日本初のネイルラッカー製剤

ＰｈⅡ
(05年3月)

エーザイ
ＰｈⅢ

ＡＳ－３２０１
（錠）

糖尿病合併症
治療剤

大日本
住友製薬

アルドース還元酵素を強力に阻害することにより細胞
内のソルビトール蓄積を抑制し、糖尿病性神経障害を
改善する

・大日本住友製薬と
共同開発（国内のみ）
・ＰｈⅡb（07年9月）開始

（ ）

（ ）
改善する ＰｈⅡb（07年9月）開始

ＰｈⅡ
(08年２月)

ＰｈⅡ
(07年9月) 

ＫＲＰ－１０４ 糖尿病治療剤 自社 ＤＰＰⅣ阻害剤。インスリン分泌ホルモンの分解を抑え
ることにより血糖低下作用を示す。副作用の発現が
少ない糖尿病治療が期待される

※海外ＰｈⅡｂ開始
（09年11月）

・国内PhⅡb開始
（09年3月）

ＰｈⅡ
(08年8月) 

ＫＲＰ－１０８ 気管支喘息
治療剤

スカイ
ファーマ社

ステロイド及び長時間作動型β作動薬の配合剤で利便
性やコンプライアンスに優れる

スカイファーマ社と
ライセンス契約(08年4月)（ ）

米国：アボット
申請中
欧州他：
ムンディファーマ

ＰｈⅢ

※： KRP-101及びKRP-204については開発戦略上の観点から開発中止とし、開発品一覧から削除
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開発品一覧②（０９年１１月１０日現在）
ＰＯＣプロジェクト（前臨床～ＰｈⅠ）

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

※：前回（１０年３月期第１四半期）からの変更点を示す

ＰｈⅠ

(07年7月) 
ＫＲＰ－２０３ 自己免疫疾患、

臓器移植
自社 Ｓ１Ｐ受容体アゴニスト。新規メカニズムを有する免疫

調整剤。既存の免疫抑制剤に比べて安全性が高く、
かつ優れた併用効果が期待される

ノバルティス社と
ライセンス契約(06年2月)

ＰｈⅠ

(07年10月)
ＫＲＰ－１０５ 脂質代謝改善 自社 選択性の高いＰＰＡＲαアゴニスト。ＫＲＰ－１０１よりも

さらにＰＰＡＲα受容体に対して選択性が高い。脂質(07年10月) さらにＰＰＡＲα受容体に対して選択性が高い。脂質
改善作用に加え、アディポネクチンの増加、レプチンの
減少、体重増加抑制作用などが動物実験で確認されて
おり、新たな脂質改善剤として期待される

前臨床 ＫＲＰ－１０７ 自己免疫疾患、
臓器移植

自社 Ｓ１Ｐ１受容体選択的アゴニスト。
臓器移植

前臨床 ＫＲＰ－１０９ 急性肺障害 自社 肺移行性の高い好中球エラスターゼ阻害剤。

導入品

開発段階 製品名・
開発コード

薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

臨床試験 ＰｈⅢ ※ 耳鳴 社 受容体拮抗作用及び 作動性 セ メルツ社とライセンス契約

導入品

臨床試験
準備中

ＰｈⅢ

（Ｍｅｒｚ社）
※Ｎｅｒａｍｅｘａｎｅ 耳鳴 Ｍｅｒｚ社 ＮＭＤＡ受容体拮抗作用及びニコチン作動性アセチル

コリン受容体拮抗作用を有し、耳鳴に伴う心理的な苦
痛、生活障害の改善が期待される

メルツ社とライセンス契約
(09年11月)
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開発品一覧③（０９年１１月１０日現在）
導出品の状況

製品名・
開発コード

導出先・

共同研究先
開発段階 薬 効 起 源 備 考

※：前回（１０年３月期第１四半期）からの変更点を示す

開発コ ド 共同研究先

アルファガン/

アルファガンＰ

千寿製薬 国内ＰｈⅢ

（07年7月）

緑内障治療薬 米国

アラガン社

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液のクロスライセンス）

・千寿製薬に導出（０４年５月）

ケタス 米国

メディシノバ社

海外ＰｈⅡ

（05年8月）

脳血管障害治療薬 自社 ・多発性硬化症の適応での日本、中国、

韓国、台湾を除く全世界における独占的

な開発、製造販売権を供与（０４年１０月）

０８年４月 ＰｈⅡの結果を公表

ＫＣＡー７５７ 米国

メディシノバ社

海外ＰｈⅢ

（気管支喘息：
06年11月）

海外ＰｈⅡ/Ⅲ

（間質性膀胱炎

気管支喘息治療薬

間質性膀胱炎治療薬

自社 ・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に

おける独占的な開発、販売権を供与

・間質性膀胱炎：０７年１月に結果を公表、
開発を中断

気管支喘息 海外ＰｈⅢ 時停止（間質性膀胱炎：
05年5月）

・気管支喘息：海外ＰｈⅢ一時停止

ＫＲＰー２０３ スイス
ノバルティス社

海外ＰｈⅠ
（07年7月）

自己免疫疾患、
臓器移植

自社 ・移植用の免疫調整剤として、全世界の開発及び
販売権、自己免疫疾患及びその他の疾患用剤と
して、日本、中国、 韓国、台湾を除く全世界の
開発及び販売権（なお、炎症性腸疾患用剤と
しては、全世界の権利を留保している）を供与
（０６年２月）
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主な業績項目の推移：連結
（単位：百万円）

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

０９年３月期 １０年３月期

（予想）

１０年３月期

（当初予想）

売上高

（海外売上高）

３９，３６３

（２ ５１８）

４０，２６１

（１ ８３５）

４５，７１４

（１ ３０５）

９０，８８９

（３ ８３０）

９９，５００

（２ ６００）

９６，４００

（２ ７００）（海外売上高） （２，５１８） （１，８３５） （１，３０５） （３,８３０） （２,６００） （２,７００）

売上原価

（売上原価率）％

１４，７０１

（37.3%)

１７，７１８

（44.0%)

１７，０３５

（37.3%)

３６，７９１

(40.5%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

２１，８７３

(55.6%)

２１，２９８

(52.9%)

２４,１０９

(52.7%)

４５，１４６

(49.7%) ― ―
うち研究開発費

（研究開発費率）％

５，６７６

(14.4%)

４，９６８

(12.3%)

５，６７０

(12.4%)

１０，５３１

(11.6%)

１２，５００

(12.6%)

１１，６００

(12.0%)

営業利益

（営業利益率）％

２，７８８

(7.1%)

１，２４３

(3.1%)

４，５６９

(10.0%)

８，９５２

(9.8%)

１２，０００

(12.1%)

１１，５００

(11.9%)

経常利益

（経常利益率）％

３，１１８

(7.9%)

１，１７５

(2.9%)

５，１７２

(11.3%)

９，２０８

（10.1%)

１２，８００

(12.9%)

１２，３００

(12.8%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

９５３

(2.4%)

▲１，６０６

(▲4.0%)

３，２９３

(7.2%)

２，０３７

（2.2%)

８，１００

(8.1%)

７，３００

(7.6%)

株当たり当期利益（円） １２ ７４円 ▲２１ ４８円 ４４ ０５円 ２７ ２４円 １０８ ３５円 ９７ ６４円一株当たり当期利益（円） １２．７４円 ▲２１．４８円 ４４．０５円 ２７．２４円 １０８．３５円 ９７．６４円

資本金 ７００ ７００ ７００ ７００

総資産 １２１，７７６ １２３，２９９ １２７，７２８ １２４,５５２

純資産 ９７,４２７ ９４,３０４ １００，０２４ ９６,５０１

一株当たり純資産（円） １,３０１.８２円 １,２６０.９３円 １,３３８.０１円 １，２９０．６７円

自己資本利益率 ％ １．０％ ▲１．７％ ３．３％ ２．１％

自己資本比率 ％ ８０．０％ ７６．５％ ７８．３％ ７７．５％

人員（人） ２，００３人 ２，０５９人 ２，２６２人 ２,２４７人

設備投資 １，４５１ １，１１５ ７０９ １，６１２ １，７００ ２,６００

減価償却費 ２，２１４ ２，０２８ １，３６２ ３，７９９ ２，９００ ３,０００
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損益計算書の概要：杏林製薬－①

（単位：百万円）

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期累計期間
＜当期のポイント＞ 対前年

第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３４，４２５ 100.0% ３９，５４５ 100.0% 14.9% ５，１２０

新医薬品 ３２ ９９８ 9 9% ３ ９９８ 96 1% 1 2% ０００

＜当期 ポイン ＞ 対前年

■ 売 上 高 ３９,５４５百万円 （＋ ５,１２０百万円）

●国内新医薬品 ３６,７３３百万円 （＋ ５,４９３百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・キプレス １０４ → １２７（＋２３）
新医薬品 ３２，９９８ 95.9% ３７，９９８ 96.1% 15.2% ５，０００

国内 ３１，２３９ 90.8% ３６，７３３ 92.9% 17.6% ５，４９３

海外 １，７５８ 5.1% １，２６４ 3.2% ▲28.1% ▲４９３

キプレス １０４ １２７（＋２３）

・ムコダイン ８７ → ９３（＋ ６）

・ペンタサ ７１ → ９７（＋２６）

・ウリトス ６ → １６（＋１０）

後発医薬品 １４６ 0.4% ２１０ 0.5% 44.1% ６４

ヘルスケア １，２８１ 3.7% １，３３７ 3.4% 4.4% ５６

●海外新医薬品 １,２６４百万円 （▲ ４９３百万円）

・ガチフロキサシン １４ → １１（▲ ３）

●後発医薬品 ２１０百万円 （＋ ６４百万円）

●ヘルスケア １,３３７百万円 （＋ ５６百万円）

・ミルトン ９ → １０（＋ １）
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損益計算書の概要：杏林製薬－②

（単位：百万円）
＜当期のポイント＞

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期累計期間 ◆原 価 率：前年比 7.6ポイント低下第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３４，４２５ 100.0% ３９，５４５ 100.0% 14.9% ５，１２０

売上原価 １４ ０９６ 40 9% １３ １８３ 33 3% ▲6 5% ▲９１２

◆原 価 率：前年比 7.6ポイント低下
(40.9％→33.3％)

＊低下要因：ペンタサ自社製造等に伴い低下

◆研究開発費率：前年比 0.5ポイント上昇
売上原価 １４，０９６ 40.9% １３，１８３ 33.3% ▲6.5% ▲９１２

売上総利益 ２０，３２８ 59.1% ２６，３６１ 66.7% 29.7% ６，０３３

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
１８，６４２

(４ ５０８)

54.2%

13 1%

２１，６０３

(５ ３８８)

54.6%

13 6%

15.9%
(19.5%)

２，９６１

（８８０）

(13.1％→13.6％)
＊45億円→54億円（9億円増加)
増加要因：日清キョーリン製薬の統合

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.1ポイント減少(４，５０８) 13.1% (５，３８８) 13.6% ( ) （８８０）

営業利益 １，６８５ 4.9% ４，７５７ 12.0% 182.2% ３，０７２

営業外収益

営業外費用
４５６

１６

1.3%

0.0%

９４９

３７

2.4%

0.1%

107.8%

126.8%

４９２

２１

(41.1％→41.0％)

＊141億円→162億円（21億円増加)
日清キョーリン製薬の統合などにより
販管費（除R&D費）は増加したものの、売上増加に
より販管費率（除R&D費）は0.1ポイント低下

経常利益 ２，１２５ 6.2% ５，６６９ 14.3% 166.7% ３，５４３

特別利益

特別損失
７６

２，６４６

0.2%

7.7%

０

２５

0.0%

0.1%

▲99.3%

▲99.0%

▲７５

▲２，６２０

■ 営業利益 ４,７５７百万円
（＋３，０７２百万円）

＊営業利益率は１２.０％と７.１ポイント上昇

■ 四半期純利益 ３,８１６百万円
税引前

四半期純利益

▲４４３ ▲1.3% ５，６４４ 14.3% － ６，０８８

法人税・住民税

及び事業税
１，２５７ 3.7% ２，１１８ 5.4% 68.5% ８６１

（＋４，０９６百万円）

法人税等調整額 ▲１，４２１ ▲4.1% ▲２９０ ▲0.7% － １，１３０

四半期純利益 ▲２８０ ▲0.8% ３，８１６ 9.6% － ４，０９６
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貸借対照表の概要：杏林製薬

＜当期のポイント＞

（単位：百万円）

０９年３月期 １０年３月期第２四半期累計期間

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減
■流動資産： ２ ９３２百万円増

流動資産 ６４，８２２ 59.7% ６７，７５５ 61.2% ２，９３２

現金および預金
売掛金
有価証券
棚卸資産

８，６１５
３２，０１８

３，４３７
１５ ６８４

１２，０５５
２８，４４６

４，８９１
１７ １３１

■流動資産： ２，９３２百万円増

・現金及び預金の増加 （３,４４０百万円増）

・売掛金の減少 （３,５７２百万円減）

・有価証券の増加 （１,４５３百万円増）

・棚卸資産の増加 （１,４４７百万円増）
棚卸資産
その他流動資産

１５，６８４
５，０６６

１７，１３１
５，２２９

固定資産 ４３，６９９ 40.3% ４２，９１３ 38.8% ▲７８５

有形固定資産
無形固定資産

１３，７８９
４８６

１３，４７３
３８０

■固定資産： ７８５百万円減

・有形固定資産の減少 （ ３１６百万円減）

・無形固定資産の減少 （ １０５百万円減）無形固定資産
投資その他

４８６
２９，４２３

３８０
２９，０５９

資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１０，６６９ 100.0% ２，１４７

流動負債 １４ ５９３ 13 5% １４ ７５９ 13 3% １６５

・投資その他の減少 （ ３６３百万円減）

■ 流動負債： １６５百万円増流動負債 １４，５９３ 13.5% １４，７５９ 13.3% １６５

支払手形及び買掛金
その他流動負債

５，４２３
９，１７０

５，６２３
９，１３６

固定負債 ５，４５７ 5.0% ５，４４２ 4.9% ▲１４

負債合計

■ 流動負債： １６５百万円増

・支払手形及び買掛金の増加

（ ２００百万円増）

・その他流動負債の減少 （ ３４百万円減）

負債合計 ２０，０５１ 18.5% ２０，２０２ 18.3% １５１

株主資本 ８９，３２８ 82.3% ９０，４７０ 81.7% １，１４２

評価・換算差額等 ▲８５７ ▲0.8% ▲４ ▲0.0% ８５３

純資産合計 ８８，４７０ 81.5% ９０，４６６ 81.7% １，９９５

■ 固定負債： １４百万円減

負債及び純資産合計 １０８，５２２ 100.0% １１０，６６９ 100.0% ２，１４７
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主な業績項目の推移：杏林製薬
（単位：

百万円）０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

０９年３月期 １０年３月期

（予想）

１０年３月期

（当初予想）

売上高

（輸出高）

３４，１７１

（ ）

３４，４２５

（ ）

３９，５４５

（ ）

７７，９６２

（ ）

８５，１００

( ）

８１，７００

（ ）（輸出高） （２，３９９） （１，７５８） （１，２６４） （３,１４８） (２,５００） （２,６００）

売上原価

（売上原価率）％

１１，５２２

(33.7%)

１４，０９６

(40.9%)

１３，１８３

(33.3%)

２９，５５１

(37.9%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

１９，５７１

(57 3%)

１８，６４２

(54 2%)

２１，６０３

(54 6%)

３９，８９４

(51 2%) ― ―（販管費率）％ (57.3%) (54.2%) (54.6%) (51.2%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

５，１５５

(15.1%)

４，５０８

(13.1%)

５，３８８

(13.6%)

１０，０５６

(12.9%)

１１，７００

(13.7%)

１０，８００

(13.2%)

営業利益

（営業利益率）％

３，０７６

(9.0%)

１，６８５

(4.9%)

４，７５７

(12.0%)

８，５１７

(10.9%)

１１，８００

(13.9%)

１１，４００

(14.0%)

経常利益

（経常利益率）％

３，３２３

(9.7%)

２，１２５

(6.2%)

５，６６９

(14.3%)

９，４６３

（12.1%)

１３，３００

(15.6%)

１２，５００

(15.3%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

１，７３３

(5.1%)

▲２８０

(▲0.8%)

３,８１６

(9.6%)

４，０４１

（5.2%)

８，６００

(10.1%)

７，7００

(9.4%)

一株当たり当期利益(円) ２３．３４円 ▲３．７８円 ５１．３８円 ５４．４２円

資本金 ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７

総資産 １０４，４５４ １０６，４７８ １１０，６６９ １０８,５２２

純資産 ８６，１４１ ８５，３５６ ９０，４６６ ８８,４７０

一株当たり純資産（円） １,１５９.８７円 １,１４９.３１円 １,２１８.１１円 １，１９１．２４円

自己資本利益率 ％ ２．０％ ▲０．３％ ４．２％ ４．６％

自己資本比率 ％ ８２．５％ ８０．２％ ８１．７％ ８１．５％

人員（人） １ ５３２人 １ ５６７人 １ ７３３人 １ ７１６人人員（人） １，５３２人 １，５６７人 １，７３３人 １,７１６人

設備投資 ７２９ ５７７ ６２４ ９６９ １，４００ ２,３００

減価償却費 １，８８０ １，６５６ １,０７１ ３，０４２ ２，２００ ２,３００
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参考資料：株式会社キョーリン 個別業績と予想

単位：百万円

２００９年３月期 ２０１０年３月期 ２００９年３月期 ２０１０年３月期 ２０１０年３月期２００９年３月期

第２四半期

（実績）

２０１０年３月期

第２四半期

（実績）

２００９年３月期

（実績）

２０１０年３月期

（修正予想）

２０１０年３月期

（当初予想）

営業収益営業収益 ２，０８４ ４，００８ ３，８５７ ６，０００ ６，１００

営業利益 ９２３ ２，７８７ １，４１１ ３，５００ ３，６００

経常利益 ８００ ２，７３１ ４２４ ３，５００ ３，６００

当期純利益 ４９７ ２，８４０ １５０ ２，９００ ３，５００
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参考資料：主な子会社の業績と予想

杏林製薬
09年3月期
第2四半期

10年3月期
第2四半期

09年3月期
10年3月期
（修正予想）

10年3月期
（当初予想）

（単位：億円）

売上高 344 395

営業利益 17 48

780 851

85 118

817

114

四半期（当期）純利益 ▲3 38

キョーリン リメディオ
09年1月期
第2四半期

10年3月期
第2四半期

40 86

09年1月期
10年3月期※２

（修正予想）

77

10年3月期
（当初予想）

売上高 34 41

営業利益 ▲4 1

74 102

▲4 3

103

1

四半期（当期）純利益 ▲5 1

ドクタープログラム
09年1月期
第2四半期

10年3月期
第2四半期

▲6 2

09年3月期※１ 10年3月期
（修正予想）

1

10年3月期
（当初予想）

売上高 19 16

営業利益 ▲1 ▲2

41 37

1 0

38

1

四半期（当期）純利益 ▲1 ▲2 1 0 1

※1：ドクタープログラムの２００９年３月期業績は決算期変更に伴い、１４ヶ月分を計上
※2：キョーリン リメディオの２０１０年３月期予想は決算期変更を予定しており、１４ヶ月分を計上した業績を予想 17


